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平成２６年度 鉄道地震工学技術交流会

Ｐ波によるＳ波の

直接的早期地震動予測
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鉄道地震工学研究センター（地震解析）
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首都直下のＭ７クラスの想定地震

（中央防災会議、2013）

首都直下のプレート構造と想定地震

（概念図）

「プレートの沈む込みに伴うＭ
７程度の地震」→30年以内の
発生確率は70％
（地震調査研究推進本部、2014）
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地中地震計活用の概念
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トリガー処理を必要とせず
より確実に早期の警報出力を可能とする
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防災科学技術研究が

首都圏に設置した

地下地震計（設置

深度数100m～数km)
の利用を想定

防災科研ＨＰより

検討に使用した観測点
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防災科研 KiK-net
首都圏で基盤に設置された

地震計が12箇所
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1630m

地中地震計は地表地震計

に比べＰ波到達時刻が

0.2～1.2秒程度早い
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地中地震計設置深度(m)

検討に使用した地震記録
2003/9～2012/10 M>4.5
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215地震
1212記録
（M<5.0以下が約7割）
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地中P波と地表S波の最大加速度の関係
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※石下観測点の例
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地中P波に対する地表S波の倍率
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倍率は観測点により異なる（速度構造が異なるため）
↓

観測点ごとに倍率を設定した方が警報精度が良くなる
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早期地震警報として十分な精度を有している

現行手法との比較

P波検知

P波
P波規定値超過

本手法現行手法
警報出力
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JR警報用加速度警報用加速度警報用加速度警報用加速度 加速度加速度加速度加速度

40gal 約54gal

80gal 約113gal

S波推定震央

推定ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞに基づく
被害推定円

（JR加速度80gal相当）

タイムウィンドウによる誤警報防止
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地表113gal超過 正解（警報） 見逃し
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※地表113gal超過は16回

警報精度の比較
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・両手法共に正解のケースは１回

・両手法を併用することで、警報の確実性が向上する

① 地中地震計で観測されたＰ波から地表のＳ波を精度
良く予測できることを確認した。

② 地中地震計のＰ波規定値超過による警報を現行シス

まとめ
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② 地中地震計のＰ波規定値超過による警報を現行シス
テムと組み合わせて利用することで、直下地震に対し
てより早く見逃しの少ない警報出力が可能となる。


